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9.生活上のリスクの

理解とその支援 
 NO.9-3 緊急時の対応 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜緊急時の対応＞ 

 

介護を必要とする高齢者の生活の場面では、いつどのような緊急事態が起

きるか分かりません。しかし、冷静に適切な対応をおこなうことで、早期治

療に結びつき、要介護者の状態の改善につながることがあります。ここでは、

緊急時の対応方法について学んでいきます。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のような緊急事態が起きた時、介護者はどのような対応をしたらよいでしょう

か。 

●要介護者の容態が急変したとき 

●急病が発生したとき 

●事故や災害が発生したとき 

 

このような事態が発生したときは、状況に応じて、迅速な対応が必要です。 

 

また、要介護者の新たな病気に気づいたり、現在の病気の悪化を防ぐために、

介護者は、日頃から、「いつもと違う様子はないか。」、「何か変わったことはない

か。」と、注意深く、様子観察することがとても重要です。 

 

例えば、日頃から次のようなことへ目を向けることがポイントです。 

・目の動き、手足の動き、顔色、身体のむくみの有無 

・話し方、表情、声の強弱 

・食事や水分の摂取量、排泄物の状態 など 

 

介護者は、「人の生命を守る役目」という意識をもち、接することを心が

けましょう。 
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緊急時の連絡体制 

緊急時の連絡は、要介護者の状況や医療・介護サービス利用の有無、家

族構成や環境などに応じて、必要な機関へ連絡をおこないます。 

 

          

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護施設や介護事業所で働く場合は、「緊急時対応マニュアル」が完備されてい

ますので、マニュアルに沿った対応をおこないます。 

 

 

 

 

 

介護者 

 

 

 

所属する場所の責任者 

主治医 

ケアマネジャー 

介護事業所 

行政機関 

救急車の要請 

 

警察署 

消防署 

関連する人・機関 

 

緊急時、介護者があわてずに、迅速な対応ができるよう、日頃から要介護

者の基本情報を記載しておくことも大切です。例えば、次のような内容を紙

に書いて、見やすい場所に貼っておくなどの準備も必要でしょう。 

 

1. 名前 

2. 住所 

3. 電話番号 

4. 年齢 

5. 血液型 

6. 緊急連絡先（家族、親近者、近隣等） 

7. かかりつけ医の情報（医療機関名、連絡先、主治医） 

8. ケアマネジャー（事業所名、連絡先、担当者名）           

9. 介護事業所の連絡先（事業所名、連絡先、担当者名） 

10.病名 

11.既往歴（過去にかかった病名） 

12.服用中の薬名 

 

家族・緊急連絡先 

― 84 ―



― 85 ―



― 86 ―



― 87 ―



― 88 ―



― 89 ―



― 90 ―



― 91 ―



― 92 ―



― 93 ―



― 94 ―



― 95 ―



― 96 ―



― 97 ―



― 98 ―



― 99 ―



― 100 ―



― 101 ―



― 102 ―



― 103 ―



― 104 ―



― 105 ―



― 106 ―



― 107 ―



― 108 ―



― 109 ―



― 110 ―




